
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年２月 1 ４日 

新宿区立新宿西戸山中学校  

校 長  佐 藤  浩 

副校長  多久  知明 

合格祈願･･･２月の月例図書展示のテーマです。 

日々厳しい状況の中、頑張って受験に立ち向かっている３年生に贈るエールです。 

２年生、１年生も、１年後、２年度には、受験と対峙することになります。決して

避けて通ることはできません。今月は、たくさんの「受験」にまつわる本を紹介して

いますので、何か一冊でも読みながら、改めて高校受験、勉強法、そして、学習する

ことの意味などについて、考えてみて欲しいと思います。 

 

それでは、展示本の一部を紹介します。 

●「本当の頭のよさって何だろう」･･･「勉強ができる＝頭がいい」なのか。 

●「高校入試面接のオキテ」･･･何を話せば自分をアピールできるのだろうか。 

●「高校入試」･･･「入試をぶっつぶす！」と書かれた黒板。登場人物全員が怪しい。 

●「東大集中力」･･･受験で大切なのは「集中力」。効果的な「集中力の引き出し方」 

を紹介。  どれか一冊、読んでみましょう！ 
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■
二
月
二
十
一
日
、
い
よ
い
よ
都
立
高
校
一
次
学
力
検
査
で
す
。
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

三
年
生
の
高
校
受
験
は
、
一
月
二
十
二
日
の
私
立
推
薦
入
試
に
始
ま
り
、
二
十
六
日
の
都
立
推
薦
入
試
、
二
月
九
日
か
ら

の
私
立
一
般
入
試
ま
で
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
次
は
、
受
験
す
る
生
徒
数
が
五
十
二
人
と
一
番
多
い
、
二
十
一
日
の
都

立
一
次
学
力
検
査
で
す
。
五
十
二
名
の
生
徒
は
、
心
休
ま
る
こ
と
の
な
い
日
々
が
続
く
中
で
、
最
後
の
追
い
込
み
に
全
力
を

尽
く
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
中
に
は
、
大
き
な
不
安
を
感
じ
、
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
生
徒
も
少
な
く
な
い
は
ず

で
す
。
こ
の
不
安
は
当
然
の
こ
と
、
仕
方
の
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は
、
必
要
以
上
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
生

徒
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
生
徒
に
は
、
決
し
て
、
自
分
一
人
だ
け
が
不
安
で
あ
り
、
苦

し
い
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
周
り
の
友
達
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
中
の
中
学
三
年
生
が
、
み
ん
な
同
じ
よ
う
に

不
安
で
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
勇
気
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
受
験
」
と
い
う
厳
し
い
現
実

を
、
「
自
分
自
身
を
鍛
え
、
成
長
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
」
と
前
向
き
に
捉
え
、
自
分
自
身
の
向
上
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
た
く
ま
し
く
な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
可
能
性
と
夢
を
大
切
に
し
、
勇
気
を
も
っ
て
、
「
受

験
」
と
い
う
目
の
前
の
壁
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
五
十
二
名
全
員
が
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
悔
い
を
残
さ
ず
帰

っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を
、
祈
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

■
体
調
管
理
は
自
己
管
理 

中
学
生
と
も
な
れ
ば
体
調
の
管
理
は
、
基
本
的
に
自
分
自
身
の
責
任
で
行
う
も
の
で
す
。
す
べ
て
が
本
人
の
責
任
だ
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
本
人
の
管
理
、
自
ら
の
努
力
に
よ
り
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
睡
眠
、
栄
養
を
は
じ
め
、
軽
い
運
動
を
継
続
し
て
行
う
な
ど
、
改
め
て
健
康
の
三
原
則
を
意
識
し
た
行
動
を
と

り
、
特
に
大
事
な
こ
の
一
週
間
だ
か
ら
こ
そ
、
生
活
リ
ズ
ム
を
し
っ
か
り
と
整
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

い
よ
い
よ
都
立
高
校
一
次
学
力
検
査
。
受
験
を

「
自
分
自
身
を
鍛
え
成
長
さ
せ
る
チ
ャ

ン
ス
」
と
捉
え
、
立
ち
向
か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う 

２月の図書展示のテーマは「合格祈願」です！ 頑張れ３年生！！  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１月２５日（金）５・６校時、３年生がアリーナにて、「日本の伝統文化に触れるとともに、古典の学習を深

めること、クラスの団結とともに他のクラスとの交流を深めること」を目的として、百人一首大会を行いました。クラ

ス対抗戦と個人戦を行いましたが、国語の授業で学習した成果が随所で見られ、白熱した戦いが繰り広げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍ではありましたが、皆さん元気よく取り組んでいました。受験に向けて辛い日々が続いていますが、少しホ

ッとできる貴重な時間でもありました。百人一首大会に楽しそうに取り組む３年生の様子を見て、心が温まりました。 

 

３年生 百人一首大会を開催！ 熱戦が繰り広げられ、大いに盛り上がりました！ 

令和４年２月３日（木）、１年生が、スローガン 

『お』ミクロン株気をつけて、 

『だ』いがい行事を、 

『い』っぱい楽しんで、 

『ば』っちり思い出に残そう 

のもと、お台場まで校外学習に行ってきました。 

午前中は、写真で示された８つの場所を探し、それ 

ぞれの場所で用意された問題に応えるアドベンチャーウォークラリーに班毎に取り組みました。その後、ホテル「グ

ランドニッコー東京 お台場」にて、テーブルマナー教室を受けながら、美味しい料理をじっくりと味わいました。

午後は、日本科学未来館を見学しました。１年生は、昨年度（小学校６年生）の日光移動教室、そして、今年度の女

神湖移動教室がともに中止となり、非常に残念な思いをしてきました。相変わらずのコロナ禍で、厳しい状況ではあ

りましたが、三密対策を徹底しながらも一生懸命に取り組む生徒の様子に感動しました。無事に終了し元気に帰って

くることができましたが、一日の校外での様子から、生徒の成長を確認できたことが、一番の喜びでした。本当によ

く頑張りました。それでは、当日の様子を写真と生徒の作文により紹介します。 
 
 
ロータリークラブ主催、新宿区教育委員会後援の第 19回新宿区小・中学生俳句コンクールが行われました。

このコンクールは、小・中学生が若い感性を持っている時に、世界で一番短い詩型の俳句になじむことを通し
て、情操豊かな人になってほしいとの願いにより、東京新宿ロータリークラブが社会奉仕活動の一環として行
っているものです。 
今年度は、2,000を超える句の応募の中から本校生徒15名が入賞しました。新型コロナウイルスの影響で、

今年度は受賞者が一堂に会して行われる表彰式は中止となりましたが、新宿ロータリークラブ会長の山内哲夫
様、及び同幹事の長尾信也様が、わざわざ本校に賞状等を届けに来てくださいました。代表で校長が受け取り、
後日、学年朝会で受賞者に賞状と記念品を渡しました。 
なお、本校生徒が多数応募し、入賞したということで、新宿西戸山中学校は「学校賞」をいただくことがで

きました。生徒の頑張りを誇りに思います。それでは、入賞作品を紹介します。 

「人を想う気持ち」  １ 年Ｃ組 Ａさん    
               「テーブルマナーとは、食事中に周囲の方々に不快な思いをさせないための心遣 

いです。」心遣い。正式な食事会だとあまり顔見知りではない人に心遣いするの
は慣れが必要だと思った。テーブルマナー講習の最後、講師の方に、「私の目の前で
したが、とても上手に食事されていました。」といった風に褒めていただいたが、講
師の方からは一切緊張するような空気はなかった。それとは逆に「楽しく学んでも
らいたい」と、とても広い心で自分たちに指導してもらっていると感じ、全く緊張
せず、身持ちよく昼食をとることができた。 

お台場を舞台にしたウォークラリーは、班活動、社交性、協調性、そして多様性 
を育むためにとても重要だと感じた。自分は班長として班員をまとめ問題が起きた 
ら解決する必要があった。作戦も自分の意見を基に、班員の意見を取り入れ考えた。 
そのためスムーズに進むことができた。 
しかし、日本科学未来館で班活動は思うようにいかなかった。移動するのにその 

場に留まる人がいたのだ。そのときは「周り見て！移動するよ。」と言っていた。 
しかし今思うとあの時自分は他の班員のためと思っているだけではなく、自分が他 

の所を見たいと思って感情的に言ってしまったの 
かもしれない。 
この校外学習を通し、自分には「想う」が足り 

ないと分かった。「思う」というのは、頭や心だけ 
で考えることだ。「思う」に対し「想う」はより感情がこもっているものだ。 
相手の感情を察し、自分や他の人の感情をこめる「想える人」になれるよう 

に、多様性を身に付けたいと感じた。 
 

 
 

 

 

１年生が女神湖移動教室の代替行事として、お台場まで校外学習に行ってきました！

第19回 新宿区小・中学生俳句コンクール 本校生徒15名が入賞しました 

 

 
 

＜成績＞ 
●クラス対抗戦･･･優勝：Ｂ組 第２位：Ａ組 第３位：Ｃ組 
●個人戦男子･･･優勝：Ｂさん（59枚） 

２位：Ｃさん（41枚） 
３位：Ｄさん（24枚） 

●個人戦女子･･･優勝：Ｅさん（38枚）、 
２位：Ｆさん（35枚）、 

Ｇさん（35枚） 
＜坊主めくり＞･･･チャンピオン：Ｈさん（98枚） 


